
 「発生の予防」は、地域ぐるみでの対応がより有効です。  

 関係者が連携して飼養衛生管理基準の遵守に取り組んでいた
だくようお願いします！ 
 

  ・  飼養家畜の健康観察、異常の早期発見、早期通報 
  ・  野生動物などの畜舎への侵入防止 
  ・  農場、畜舎の出入口での消毒の徹底 
  ・ 関係者以外の農場への立入制限 
  ・ 発生国への渡航の自粛 
  ・ 入退場する人や車両についての記録と消毒の徹底 

家畜衛生情報    

韓国で４年ぶりに 

豚コレラが発生！  

Ｈ２５年１２月３日 
 

３２－２２  

  これから年末年始及び旧正月を迎え、 
人・物の移動が盛んになり、それに伴い、我が 
国へのウイルスの侵入リスクが高まることが 
危惧されます。このため、動物検疫所では水 
際対策を強化しているところですが、何よりも 
畜産農家の方々に日頃から適切に飼養衛生 
管理をしていただくことが、発生予防にとって、とても重要なことです。                   

異常に気づいたら、 

すぐに家畜保健衛生所に連絡してください。 

 韓国における豚コレラの発生について、ＯＩＥへ報告がありましたのでお知らせします。 
 
【概         要】・１件（速報）・H25年11月27日発生  
【発生場所】・慶尚南道  泗川（サチョン）市 実安洞  
【動物種     】・豚 
【飼育頭数】・300頭、【症例数】・4頭、【死亡数     】・0頭、 
【淘汰数     】・300頭 
【疫学情報】・調査中 
【対応】・淘汰、隔離、韓国国内における移動制限、 
                ワクチン接種、施設等消毒実施 等 
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http://www.pref.gifu.lg.jp/sangyo-koyo/nogyo/kachikueisei/hidakaho/ 


